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人生 100 年時代と言われる今、歯科医院の真にあるべき姿とはなんだろう

か。 これからの医療に求められることは、口腔内の疾患を治すことだけで

なく妊産婦から乳幼児、そしてそこから患者の人生に寄り添いながら、高齢

者にいたるまでを見守り続けることにあるのではないでしょうか。

分科が基本となる医科とは異なり、予防の概念も普及してきており、定期

通院が当たり前になりつつある歯科医院には生涯一人の患者様に携わること

のできる連続性が存在する。また、２０代、３０代といった全身の疾患が未

病の段階でも歯科医院に定期通院されている患者様は増えてきている。この

ように医療においては稀な条件を持つ歯科において、かかりつけ歯科医やか

かりつけ歯科衛生士による未病への挑戦こそがこれから必要なのではない

か。

定期的な通院が可能な歯科医院だからこそ様々なアンテナを張れば患者様

の健康にもっともっと寄り添えるのでないだろうか。そして、地域の医療機



関と連携し患者様の全身の健康を地域で守る取り組みができるのではないだ

ろうか。

超高齢社会を迎えた日本における全身疾患やフレイルの問題は、これから

の医療においてますます大きな課題となってくる。真に社会に求められ、真

に社会に認められ、そして歯科の価値を上げるために必要な取り組みとはど

のようなものだろうか。

そして、歯科衛生士という素晴らしい仕事を世の中に広めてゆき価値をあげ

ていく取り組みについても合わせてご紹介したい。
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